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自己紹介
賀茂別雷神社（上賀茂神社）社家に生まれる。
名古屋大学大学院環境学研究科博士課程（後期
課程）修了。博士（理学）。現在、京都大学大
学院理学研究科特定研究員・岩戸落葉神社権祢
宜・一般財団法人賀茂県主同族会理事。専門は
衛星気象学。上賀茂神社の歴史研究も行う。平
成10年より上賀茂神社競馬会神事および賀茂祭
（葵祭）で乗尻（騎手）として奉仕しているほか、
蹴鞠保存会会員として活動。

主要論文
• 地下官人賀茂季鷹と賀茂の氏人たち（『賀茂文化』、2007年）
• 賀茂競馬図屏風に関する一考察（『京都産業大学日本文化研究
所紀要』、2010年）

• 三手文庫書籍に関する覚書（『京都産業大学日本文化研究所紀
要』、2012年）

• 上賀茂神社競馬会神事の儀式次第の変遷（『賀茂信仰の歴史と
文化』第２期神社史料研究会叢書、思文閣出版、近刊）

2

上賀茂神社の社家と同族会
社家とは、神社に奉祀する世襲の家柄のこと。

上賀茂社では古来「賀茂県主」を名乗る一族が奉祀してきた。

• 幕末頃は約150家、300名で一社の社家としては日本最大規模。
• 実父の持つ十六流（鎌倉時代中期から分岐した門流）の漢字を通字とする
氏・平・清・能・久・俊・直・成・重・幸・季・保・宗・弘・顕・経


• あまりに同じ苗字が多いため、識別を容易にするため異名（いわゆる屋号）が付く

しかし、明治四年（1871）の太政官布によって社家の世襲を止められた。現
在は、賀茂県主の後裔のことを上賀茂社の社家と言う。

「賀茂県主同族会」は後裔の親睦および相互扶助を計る団体で、神社とは別
組織。

• 祖先崇敬（毎年祖先祭を催行）
• 『賀茂祢宜神主系図』（国指定重文）と関係資料の保存・研究・公開
• 上賀茂社の祭典・行事への奉仕・奉賛
• 賀茂競馬（京都市民俗文化財）の伝承と後継者育成
• 上賀茂の町並み（伝建地区）保存・環境保全（境内・神山）活動
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三手文庫
上賀茂神社の校倉に収められている今井似閑奉納書籍を指すのが通用である
が、本来は、近世に上賀茂社家で運営された図書館のこと。今井似閑奉納書
籍はその一部。

元禄十五年（1702）、講学所付属の図書館として建設され、講学所の蔵書に
奉納書籍を合わせて基礎が確立、社家のうち若手で文庫が運営（虫干や書籍
の購入）された。

明治九年（1876）、三手文庫が廃せられ、今井似閑奉納書籍は上賀茂神社へ
納められ、系図ほか一部の書籍は系図保存会（同族会の前身）により保存さ
れたほかは、書林に売却された。

設立当初は160部、廃止時は408部。神道・儒教関係、和歌集が多い。『賀茂
系図』も三手文庫の一部。

4山本宗尚「三手文庫の書籍に関する覚書」（『京都産業大学日本文化研究所紀要』17, 2012）



本講演のねらいと目次

本財団所蔵文書目録の作成、翻刻およびデジタル化、これらを用いた
研究を行ってきた。

✓歴史資料・地域資料のデジタルアーカイブ化を検討する際の参考

✓デジタルアーカイブとMLA連携の重要性


•賀茂系図について

•『賀茂祢宜神主系図』デジタル化および公開事業

•賀茂系図データベースと外部資料との連携、研究例

•おわりに代えて - 歴史・地域資料のデジタルアーカイブとMLA連携
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賀茂系図について
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賀茂系図とは
賀茂祢宜神主系図は上賀茂の社家に伝襲されてきた系統的な大系図の一群
である。いずれも堅紙を用い、これに墨線にて横目十四乃至十五の方眼を
引き、系図を写しているが、次のとおり三大別することができる（賀茂系
図説明書）。

•古系図　　一巻


鎌倉時代の書写。天長二年（825）卒去の男床以下、在樹までは事項的に記し、在
実以下は横系図。大体文永年間（十三世紀中頃）以前までだが室町時代初期頃ま
で書継ぎがある。「鴨御祖社系図」の記載がある。


•中古系図　二巻

江戸時代初期写。上巻は古系図の増補。下巻は家門一流系図。


•新古系図　系図十二巻・凡例一巻

宝永年間（18世紀初）成立。系図・口宣案・座席記等を用い、賀茂清茂らにより
再吟味されたもの。明治初期まで書継がある。
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家門一流：鎌倉時代中期頃より十六流に分かれ、実父の名を継いだ。

（氏・兼・平・宗・重・幸・季・保・弘・顕・俊・直・成・久・清・能）

賀茂系図とは
鎌倉時代以来、賀茂社に属した氏人たちは境内六郷の土地を共有し、年齢にし
たがって順次これを割り変えていく往来田制度をつくり、神社を維持してきた。
賀茂社の氏人系図は、共有地割り変えのための基礎台帳として、厳密に管理さ
れ、長く戸籍の役割を果たした（大山 2003）。

賀茂氏の系図はウジの系図でありイエの系図ではない（藤木 2005）。

一般に系図は出自の正当性を主張しえない場合、自己を優位とするため事実の
改竄や捏造が意図的になされることがあり、史料としての信憑性が乏しいとさ
れる。しかし、賀茂系図は、多数の氏人の監視により自家のみに通用する独善
的な記述は許されなかったと考えられるため、信頼のおける史料として位置づ
けられている（嵯峨井 2013）。


氏人：氏姓の一である賀茂県主を帯びる男系子孫のうち、社職に就いていない者。

多数の：社司21人及び氏人294人で、他社に比してとびぬけて多く、伊勢二宮の総数171名

がこれにつぐ（莵田 1984, 座田家旧蔵書目録解説「天保四年社家次第」の項）。
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口宣案の内容を時系列で系図に転記
『賀茂祢宜神主系図』 

デジタル化及び公開事業

公益財団法人図書館振興財団平成25年度提案型助成事業
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賀茂系図データベース事業
賀茂系図は明治以前の賀茂社氏人の事跡を辿ることができる重要な史料

多数の氏人の監視により自家のみに通用する独善的な記述は許されなかったと考
えられるため信頼のおける史料として位置づけられる（嵯峨井 2013）。


- 賀茂系図原本の全てを閲覧できる機会は年一回曝涼のほかにない。

- 刊行本（神道大系編纂会 1984）は極官位・卒年月日・卒年齢・改名歴以外は
省略

- デジタル複写（CD, DVD収録）版はファイルサイズが重く検索機能がない

- 人物の特定は手作業に頼るほかなく、利活用に不便


✓系図の画像および記載事項をデジタル化し、webを通じて公開することにより、
いつでも・誰でも賀茂系図を閲覧できる機会を提供し、摩滅・災害等から系図史
料の保全を図る

✓人名や官職に対してデータベースを構築し、検索機能を付すことで、該当者の事
跡や官職名からの実名特定が瞬時にでき、データベースを用いた研究により、近
世の上賀茂社社家の動向に対する新たな知見が得られる
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 賀茂系図DB構築の意義
対象人物と事蹟特定の迅速化 
• 上賀茂社に関する文書・古記録は多数残されており、これらに記載された氏人の事蹟は
賀茂系図が参照される。ただし、新古系図記載人物は4000人を越える。

• 賀茂系図原本の全てを閲覧できる機会は、同族会の年間行事として行われている曝涼の
ほかにはほとんどない。系図原本の中には30mを越える巻物がある。

- 『神道大系』：卒去時の位官職、卒年月日・年齢、改名歴以外は省略

- デジタル複写：画像を順に目で追って検索するほかなく、名乗のみで記載された場合、
特定は困難を極める


社家の官位運用実態の解明 
• 公家・武家官位の運用基準の整理は進んでいるが、社家のそれは十分でない。

• 賀茂社は従来より賀茂伝奏が置かれており、吉田家の支配を受けていない。


人物データベースの標準的プロトコルの検討 
• 官職の任官や解官、叙位といった構造の中で理解されてはじめて意味をもつものであっ
て、本文テキストの語句検索では明らかにできない（五島 2001）。

• 人物に関するアーカイブを充実させるためには、系図・系譜についての情報は不可欠。
系図を管理するアプリケーション、データベース、データ交換のための標準プロトコル
の確立がますます重要（相田 2001）。 14

賀茂系図データベース事業
系図の全文検索システムの構築および系図画像へのリンク

山本・芝（2008）が構築した賀茂系図データベースを実装


新古系図第一巻のデジタル高精度撮影

賀茂氏十六流のうち、氏の流419名（全巻の公開に向け、事業の継続を計画）


他所蔵史料のデジタルアーカイブと横断検索システムの構築

馬の博物館蔵『足汰競馬会雑記』の画像および翻刻をデジタル化し、人名を系図データ
ベースに接続

嘉永六年（1853）～文久二（1862）の足汰式および賀茂競馬の乗尻および所役が記載


自治体史・歴史資料検索・閲覧システムの横断検索による相乗効果の検証

ユーザニーズ調査、データベースを活用した研究の推進


系図および系図デジタルアーカイブに対する周知・啓蒙活動

検索システムデモ、講演会開催、事業概要と実証実験結果の発表


クラウドファンディング（Crowdfunding）を通じた事業継続資金の獲得

web等を通じ一般に広く寄付を呼びかけ 15

系図撮影風景

162014.02.08 於上賀茂神社庁屋
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↑ 
「賀茂系図」で検索
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馬の博物館史料撮影風景
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2014.07.13 於馬の博物館
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『足汰競馬会雑記』（馬の博物館蔵）
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賀茂系図DB検索の評価
アクセス数の経緯（2014年11月公開） 

トップ画面は約500PV, 総画面は8~9万PV


検索結果の評価 

『足汰競馬会雑記』（馬の博物館蔵）記載人物のべ889名の比定

• 上賀茂神社で毎年5月5日に催行される古式競馬の神事

• 嘉永六年（1853）～文久二年（1862）までの賀茂競馬足汰式および賀茂競馬に
奉仕した乗尻（騎手）と所役名

検索結果は一意に決まらなかったが、人名と名乗を組み合わせることにより比定

- 名前の選択に制限があったり先祖の名を重用する例が多い（井之口 1973）

- 記載時期が幕末で卒年の記載がない

奉仕者の年齢構成や奉仕状況の比較が可能に


社司廿一職の補任状況の復元

19世紀初頭頃より賀茂系図記載事項が簡略化されていたが、同族会文書に残され
た系図の下書きと次第転補のルールからほぼ完全に復元（山本 2015）

貴布祢社以上社司の補任順は、①卒去した社司の相続人、②上位社司家の推定相
続人。新宮社以下社司の補任順は明らかにできず。 25

近世の上賀茂社司の一覧（部分）
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賀茂系図にみえる主な事件
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年号 西暦 事件名 概要

明暦二 1656 六社司上表
権祝職をめぐり六社司と氏人が裁判となり、氏人側が勝訴したため面
目を失い辞表を出したところ天皇の逆鱗に触れ参勤を止められる。

寛文四 1664
於関東社司氏人和睦被仰
付被下置勅裁許状

世襲を望む社司と次第転補を望む氏人との裁判。この判決によって社
司七家（梅辻・冨野・松下・森・鳥居大路・林・岡本）が成立し、職

制が定まる。

享保四 1719 五家騒動
氏人代官（社司欠員の際、氏人が代勤）の勤方について出された勅裁
を五家（森・冨野・松下・梅辻・鳥居大路）が不服として承らなかっ

たところ遠流、家断絶。後に氏人が五家を相続再興。

寛延二 1749
九月九日節供御神事之節
本宮御内陣御帳外江鼠入

防壁等喰破体

内陣の御帳が鼠に喰われ、臨時の遷宮を行って掛け替えを行った。神
主は責任をとり辞職。

宝暦元 1751
神供海老・酒殿 鳴 
伐神山木・神山鳴動

御棚会神事で古い海老を供えたこと、賀茂祭前日に が鳴ったこと、
神山の木を残らず伐採し、神山が鳴動したことが明るみとなり評定衆

（社司21人・氏人21人から構成）・氏人の代表者が処分。

安永六 1777
当社御造営之節権殿御内
陣飾太刀古物奉納

遷宮の際古物の御飾太刀を奉納したことにより、評定衆のほとんどと
鍛冶が閉門・押込。

「『賀茂祢宜神主系図』に見える事件簿」（山本宗尚『みたらしのうたかた』）

（１）寛文四年御裁許状による社司七家の成立（第13号、平成25年）

（２）五家騒動（第14号、平成26年）

（３）神供海老・酒殿 鳴・伐神山木・神山鳴動四ヶ條之儀（第15・16号、平成28年）

歴史・地域資料のデジタルアーカイブと
MLA連携
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図書館と歴史・地域資料をとりまく状況
図書館にある歴史・地域資料は貴重書扱いになっているものが多い。図書館に
足を運ぶ必要がある、運ばないと何があるかわからない。複写が禁止されてい
る。閲覧不可、もしくは所蔵者の許可が必要となっている。

情報技術や歴史情報学の進展

•デジタルアーカイブ化とオープンデータ化

- 歴史的典籍NW事業（国文学研究資料館）


•古典籍のデータ化

- くずし字のOCR処理（凸版印刷）

- みんなで翻刻（京都大学古地震研究所）


•クラウドファンディングによる資料の保存資金の獲得

- 2万枚のクラシックSPレコード（東京藝術大学）

- 映画パンフレット・台本（松竹大谷図書館）


資料は使われてこそ存在意義がある

データを加工し、意味のある情報を拾い上げる作業が必要

情報と情報、人と人をつなぐ役割が求められている
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おわりに
歴史・地域資料をデジタルアーカイブ化し、データを加工することで、
意味のある情報を拾い上げることができる。

資料は使われてこそ存在意義があり、積極的な公開を期待。

•所蔵資料書誌の公開とデジタルアーカイブ化、さらにオープンデー
タ・加工可能なデジタルデータへ

•技術やツール・集合知・外部資金を活用すれば、金銭的・人的コス
トは大幅に減らすことができる

•図書館ならではのコレクション・データベースなどは強みに

•情報と情報、人と人をつなぐ役割
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